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お伝えしたいこと

•いま理工ボート部が活動できている背景

•これからも皆さんのサポートを大切に
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横浜市民レガッタで現役＋OBOGで参戦 2023年初漕ぎで現役＋OBOGエイト乗艇
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中大理工ボート部 現役学生部員数の遷移

人数（1～3年計）

１．部員数から見る理工ボート部の隆盛

中島監督
田渕
監督

コーチ会（主山・江刺・深堀・
浜中・加納・岡崎）
→浜中監督

中島監督
桑原コーチ
岡本コーチ
鈴木コーチ

北川先生
田中兼勝さん

スタッフ体制 部長：小林教授部長：稲葉教授部長：吉田教授

コロナ禍

3

創成期 充実期 第二充実期低迷期

中大杉並高校
からの支援

会誌「理漕人」
発行
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《参考》理工ボート部沿革－その１
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1963
～

1978

創成期

• 1963年：中央大学漕艇部から体育授業のシーズンコースに参加した土木工学科を中
心にした学生（故、内藤会長等）と、北川先生のご尽力により設立。
※早稲田理工漕艇部の実績を参考とされた。

• 当時は毎週日曜日に戸田へ通い、水曜日は春日校舎で陸トレを実施
• 以降毎年、経験のない部員がボートによるコミュニケーションを求め入部
• 1964年：旧東京オリンピック開催。その後、戸田公園が国立公園となる。
• 中央大学漕艇部合宿所にて練習合宿開始（授業がある日は合宿所から登校）
• 1972年：全日本選手権にて、男子舵手付きペアで優勝！
• 1978年：OB会員数が60名突破

1979
～

1992

充実期

• 1979年：部室設立のタイミングで、顧問部長に、管理工学科の吉田教授を招へい
• 1981年：第６期主将でＯＢ会会長の北島さんのご尽力により、OB会会誌「理漕人」

発行
• 理工ボート部監督に9期の浜中氏が就任
• 1984年：創部20周年記念式典開催
• 1985年：埼京線が開通し戸田公園駅ができる。これまでは蓮根駅からバスで通っていた

戸田公園が便利に
• 1992年：理工ボート部監督に27期の田渕氏が就任

詳細はホームページに掲載があります
https://chuo-rikou-rowing.weebly.com/2783938761.html
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《参考》理工ボート部沿革－その２
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1993
～

2008

低迷期

• 1993年：日本大学ボート部よりエイト「勇猛」を購入。
• 1994年：部員が急激に増え、合宿所だけでなく国立艇庫を利用しての練習合宿実施
• 1994年：吉田教授逝去。電気電子工学科稲葉教授を部長に招へい。
• 1996年：舵手付きフォアを購入。初めてのトップコックス艇。
• 1997年：部員が急激に減り、女子メインの体制へ
• 1998年：理工ボート部監督に31期の中島氏が就任
• 1998年：全日本大学選手権で女子ダブルスカルが５位（惜しくも順位決定戦）
• 以降、部員不足により廃部の危機が続く

2009
～

2023

第二
充実期

• 2010年：中央大学艇庫を建替え。このタイミングで古い艇は払い下げを実施。
• 2011年：稲葉教授逝去。電気電子情報通信工学科の小林教授を部長に招へい。
• 2012年：部の存続のため中大杉並高校と合同練習や中央大学杉並高校ＯＢの招へい活動開始
• 2013年：活動的な学生の入部により部が活発化。50周年記念式典にて、大々的なパフォーマンス

によりダブルスカル購入
• 2014年：ＯＢＯＧ会幹事会を刷新し、活動軌道に乗せることに成功。
• 2015年：理工ボート部の活動理念「超二流」を掲げ、部員の拡充に成功する。
• 2017年：設立55周年にて、関係者からの寄稿による記念誌を製作。関係者に配布。
• 2020年：ＯＢＯＧ幹事会を刷新。一方、コロナ禍により学生の活動は長期間休止。9月再開。
• 2021年：理工ボート部創設者で前ＯＢＯＧ会長の内藤堅一氏が逝去。
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• 現役部員の少数化（2003～2012）

• 艇庫建替え（2010）
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２．廃部の危機前の状況

55周年記念誌より抜粋

旧ナックル艇庫にあった「臥龍」「宝くじ号」は他団体へ譲渡
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• 現役学生の体制弱体化

• ボートやオールのメンテナンス不足

• 資金不足

• 情報連携不足によるＯＢの協力不足
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３．廃部の危機の状況を振り返って
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• 現役学生（特に主将）に考える
きっかけを提供

• ＯＢＯＧ会の再生と絶え間ない
見直し

• 部外リソースの積極的な活用
✓他艇庫の借艇

✓モーターボートの利用

• コーチ会の活性化
✓監督コーチで４名で現役を支援

４．部の成長に向けた工夫・カイゼン
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2021年 コロナ禍を避けて外で部会

コーチ・OBOG 6名がライセンス獲得
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1. 他団体とのコラボレーション

1. 体育連盟ボート部との交流

2. 早稲田理工とのコラボ

3. 関東大学連合への参画

2. 現役活動の活発化

3. レースへの積極的な参加

4. 所有艇の拡充

5. 学友会からの予算配分向上

6. SNSとホームページの拡充
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５．増やしてきた活動機会とリソース【実績】

9
大学連合で活躍した岡田華奈さん

体連ボート部COXを務めた多田開史さん

早稲田理工と混成クルー出場
2022年 お花見レガッタ
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• 夏季合宿開催によるヤル気向上

• 女子部員の活躍
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５．増やしてきた活動機会とリソース

５－２．現役活動の活発化

2012～2014年 富山県桂湖 2015年、2019年 宮城県長沼

2016年～2018年、2022年～2023年 岐阜県川辺

2016年 相模湖レガッタで入賞 2022年 東日本レガッタ
（2000ｍレース）
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５．増やしてきた活動機会とリソース

５－３．レースへの積極的な参加（2023年度の事例）
⚫ お花見レガッタ【東京都ローイング協会】：3/25(土) 3/26(日)

• クルー：M2×、M4+
⚫ 戸田レガッタ【埼玉県ボート協会】：5/3(水・祝) 5/4(木・祝)

• クルー：M2×
⚫ 関東理工系レガッタ【関東理工系大学連】：5/28(日)

• クルー：M1×：３クルー、M2×：２クルー、W2×、新人KF：２クルー
• OBOGクルー：M1×：２クルー、M2X、W2X、８＋

⚫ 会長杯（2000mレース）【埼玉県ボート協会】：7/22（土）7/23(日)
• クルー：M1×

⚫ 東日本タイムトライアル（2000mレース）【東京都ローイング協会】：8/26（土）
• クルー：M1×：２クルー

⚫ 東日本夏季競漕大会【東京都ローイング協会】：8/27(日)
• クルー：M1×、M2×：２クルー、M4+

⚫ 全日本大学ローイング選手権【日本ローイング協会】：9/6(水)～9/10(日)
• クルー：M1×

⚫ 東日本新人選手権競漕大会【東京都ローイング協会】：9/30(土)10/1(日)
• クルー：M1×、M2×：２クルー、M4+

⚫ スカル選手権大会【東京都ローイング協会】：10/1(日)
• クルー：M1×

⚫ 全日本大学新人ローイング選手権【日本ローイング協会】：10/13(金)～10/15(日)
• クルー：M1×

⚫ 全日本大学新人ローイング選手権【日本ローイング協会】：10/29(日)
• クルー：W4×＋、M8+：２クルー
• OBOGクルー：M８＋

⚫ クリスマスチャレンジカップ【埼玉県ボート協会】：11/12(日)
• クルー：M1×、M2X、M4+
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５．増やしてきた活動機会とリソース

５－４．所有艇の拡充

分類 項目 名称 メーカ 導入年月日

1 付きフォア βροντη（ブロンテ―） Filippi 1996/4

2 付きフォア ｓｑｕａｌｏ Filippi 2019/11

3 ダブルスカル 駿河 WinTech 2016/6

4 ダブルスカル Ｄｉｏｓａ WinTech 2019/10

5 シングルスカル ＡＲＩＭＩＴＳＵ WinTech （KUWANO） 2018/6

6 シングルスカル Ｏｒｙｚａ KANGHUA 2022/12

7 シングルスカル 赤いスカル Delta 2001/8

２

１

６

３

４
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５．増やしてきた活動機会とリソース

５－５．学友会からの予算配分向上
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２０２３年度 理工連盟・学友会費 経常予算(補正予算含む）

学術系

サークル系

大学（理工連盟）からの認知度も上がり、予算額も高くなっている
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５．増やしてきた活動機会とリソース

５－６．SNSとホームページの拡充
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現在は主に、X（旧ツィッター）とInstagramの更新頻度が高いです

公式HP https://chuo-rikou-rowing.weebly.com

アメブロ https://ameblo.jp/12d2101040h/entrylist.html

X（Twitter） https://twitter.com/CUSErowingteam

Instagram https://www.instagram.com/chuorikou_rowing/

Youtubu https://www.youtube.com/channel/UCCHFJf7DQDO1Kjxabu4KPmw

中央大学理工学部 https://www.chuo-u.ac.jp/activities/club/sports/sports93/

https://chuo-rikou-rowing.weebly.com/
https://ameblo.jp/12d2101040h/entrylist.html
https://twitter.com/CUSErowingteam
https://www.instagram.com/chuorikou_rowing/
https://www.youtube.com/channel/UCCHFJf7DQDO1Kjxabu4KPmw
https://www.chuo-u.ac.jp/activities/club/sports/sports93/
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• 現役学生には目標を常に持つよう指導

• 課題を早期に解決できる協力体制

• 新しいことにチャレンジ
オール中大理工で楽しめるように

15

６．今後もさらなる向上を目指せる団体に
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他支援団体
他大学

幹事団体

《参考》現在の組織体制

中央大学理工学部ボート部中央大学関係団体

中央大学学友会

主将

主務 広報会計

現役学生部員

OBOG幹事会

中大理工ボート部 OBOG 
会員皆さま

学友会本部

体育連盟

理工連盟

体育連盟ボート部

杉並高校ボート部

父母連盟ボート部

コーチ監督

OBOG会長

部長

OBOG幹事長

理工系関係団体

戸田大学各団体

関東各ボート協会

日本ローイング協会

東京都ローイング協会

各県ローイング協会

中央大学理工ボート部 OBOG会
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2002年 相模湖レガッタ

2007年 横浜市民レガッタ

おまけ（懐かし写真）

2010年 納会

2010年 新宿 三平にて

2013年 まだまだこれから
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おまけ（懐かし写真）
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2022年 海の森レガッタ女子クオド

2021年 中大エイト祝勝会

2016年 川辺夏合宿2014年 東日本新人
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